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学生が自ら率先して活動し、成長していくプロセスをＣＣ

Ｃが応援する仕組みです。活動資金の援助や交流の場の提

供などを通して、学生の社会貢献を支援しています。 
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名古屋市市民活動推進センターでの

仕事の様子 

夏休みに友人と伊豆半島に

行った時の写真 

ユースクエア（名古屋市青少年交流プラザ） 

社会教育主事 夏目 智和 様 

 はじめまして。ユースクエア（名古屋市青少年交流プ

ラザ）職員の夏目です。ユースクエアは、「社会性及び主

体性に富み、人間性豊かで活力あふれる青少年の育成」

を目的とした本市唯一の青少年育成に関する総合的な拠

点施設です。 

 今回の「集まれ、楽しい、クリスマス会～みんなの笑

顔がプレゼント～」は、大学生と子どもたち、また、大

学生同士の交流を通して、地域やまちに働きかける青少

年を育成することを目的に実施されました。当日、愛知

淑徳大学で活躍している団体の方々をはじめ、12 団体

150 名を超えるみなさん一人一人の活躍する姿を見て、

来てくれた子どもたちはきっと「将来、こんなお兄さん・

お姉さんになりたい」と思ったに違いありません。 

 今後も、みなさんが様々なところで活躍してくださる

ことを願っております。本当にありがとうございました。 

       ビジネス学科 4年 山田 紗佑里 さん 

  2012年 12月 16日（日）に星が丘キャンパスでクリスマス会が

ありました。このイベントは、「出会い☆発見☆協力 子供たちの

笑顔で地域も元気に」をテーマに地域の方との交流は勿論、学生

同士の活動意識の向上を目指し、ユースクエア(名古屋市青少年交

流プラザ)主催による 8大学 12のボランティア団体が合同で行い

ました。私たちは団体ごとに企画しブースを作り、当日の運営を

行っていました。はじめての試みということもあり、子どもたち

が楽しく、進んで参加したくなる企画にするため、一つ一つみん

なで意見を出し合いながら作っていきました。その甲斐あって、

当日はたくさんの子どもたちの笑顔を見ることができ、一緒に来

てくださった親御さんからもまたやってほしいとの声をいただく

ことができました。学生自身も、間近で他団体の活動を見ること

ができ、刺激や新しい発見を得ることができました。 

今後またこのような機会があったら、団体の枠にとらわれず、

それぞれの良さを組み合わせて全員が参加できる企画作りになれ

ばと思っています。そして、地域の人たちに楽しみに待ってもら

えるようなイベントとなることを願っています。 

Letter from the Community 

Vol.8 吉田 敬 先生 （健康医療科学部・ＣＣＣ運営委員） 

・吉田先生が大学生時代に夢中になったことはなんですか？ 

実家から大学に通っていたのですが、地方出身で一人暮

らしをしている友人宅によく遊びに行っては泊めてもらい

ました。夏休みや冬休みは一緒に旅行したりしました。と

書くと本当に普通の学生ですね。実際普通の学生生活を送

っていたと思います。大学は高校と違って、いろんな背景

を持った人たちが集まっていて（帰国子女とかいわゆる「お

嬢様」とか）、その辺については素直に「へぇー」と思っ

た記憶があります。途中から今の専門領域につながる勉強

に入れ込み、大学院に進み、その時の友人とは今でも付き

合っています。 

 ・学生へ一言☆ 

今やっていることに一所懸

命取り組んでみよう。紆余曲折

はありましたが、自分はその積

み重ねで今に至ったと思って

います。今自分が何をやりたい

か分からない人は…とりあえ

ず将来のことはおいといて、今

学科でやるべきこと、バイトで

やるべきこと etc.に全力で取

り組んでみてはどうでしょう

（もちろん CCCでも OK）。自ず

とその次が見えてきます。 

 

Vol.5 加藤 舞美 さん 

（コミュニケーション学部コミュニケーション心理学科 2010年度卒業  

教育学研究科 発達教育専攻 2012年度卒業） 

・現在の職業はなんですか？ 

名古屋市市民活動推進センターで協働担当として働いてい 

ます。主な仕事内容は、センターの窓口で、ＮＰＯ団体や、ボ 

ランティアをしたい・されたい方のご相談に乗ったり、貸室や 

印刷機などの設備管理、講座企画や講師業です。新たに 2013 

年からＮＰＯ法人の認証業務も担当することになりました。 
 

・学生時代はどのような活動をしていましたか？ 

 伊良湖岬から静岡県の県境まで（約 50㎞）の砂浜を清掃す 

る表浜 Blue Walkという活動や、障がいのある子どもたちの遊 

びの場づくりを支える活動などなど、大学や専攻の枠を越えて 

行っていました。 
 

・学生へ一言☆ 

CCCは大学の中にあるのに、半分くらい地域にとびでている 

存在です。そんな CCCだからこそ、大学内で過ごしているだ 

けでは会えない人や出来事に 

出会えるのかもしれません。 

CCCの職員や学生スタッフの 

みなさんは、そんなきっかけ 

を見つけやすくしてくれるは 

ず。学生生活や今後の自分自 

身を豊かにしたいなぁと思っ 

たら、ぜひ気軽に声をかけて 

みてください。 



♪ＣＣＣ学生スタッフ♪      授業の合間にやってみよう！ ★ちょこっとボランティア★の巻 

 

授業があるとどうしても活動しにくいですよね・・・ 

また、外に出ていくのはちょっと勇気がいるな～、交通費とかもかかるし・・・と思う方もいると思います。 

そこで今回！学内にいてもできるボランティアを紹介したいと思います～(^^*) 

 

障がい学生支援活動団体 あすてく 

 音声が聞こえづらい学生の受講している講義内容を

筆記やパソコンを使って情報保障する活動をしている団

体です！自分の講義の合間に活動しています☆ 

 

 

 

 

 

Ｔａｂｌｅ Ｆｏｒ Ｔｗｏ      国際協力研究会 

 私たちがカロリーを抑えたヘルシーな食事をすると、 

一食につき２０円が開発途上国の子どもたちの給食１食分

として寄付される仕組みです！毎週水曜日、長久手の学

食（コミュニケーションホール）で 

食べられます☆ 

 

高齢者外出支援ボランティア 極楽苑 

 デイサービス利用者さんと、一緒にお出かけをします。 

長久手キャンパスから徒歩１０分くらいの場所にある施設なの

で、午後の授業がないときなどに、オススメ☆ 

行ったことのある学生さんの感想は、コラボ通信第２６号Ｐ２を

チェックしよう！ 

 

ボランティアではないけれど・・・ 

空き時間にＣＣＣに行ってみよう！ 

 学校でできる活動は、まだまだあります☆ 

時間がなくてもできるボランティアも、探してみ

ませんか～？ 

 
 

 長久手 星が丘 

利用時間 9:00～18:30（授業日以外 9:00～17:00） 

場所 11 号棟 1 階 5 号館 1 階 

連絡先 0561-62-4111㈹ 052-781-1151㈹ 

e-mail asccc@asu.aasa.ac.jp 

http://www.aasa.ac.jp/institution/ccc/index.html 
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